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１．はじめに 

本施設は、胆沢ダム建設用のコア材（グリズリ）の選別施設であり、

グリズリホッパーを支えるコンクリート本体擁壁（以下、Ｕ型擁壁）

と翼壁（テールアルメ）により構築された。2008 年 6 月 14 日午前 8

時 43 分に発生した「平成 20 年岩手宮城内陸地震」において、Ｕ型擁

壁が東方向に約 0.8ｍ押し出され、テールアルメには壁面の移動とは

らみ出しおよび裏込め土の流出が発生し、盛土天端では約 1.0ｍの地

盤沈下が確認された。テールアルメの変状は、Ｕ型擁壁の滑動や跳ね

上がり｛2ｋｍ上流にある石淵ダムの地震記録において鉛直方向に

2,070gal（測定上限値）の最大加速度が記録された｝により、下端の

壁面が座屈等により損傷したため盛土材が流出したと想定 1)されてい

る。この時の盛土天端の沈下土量を調査した所、テールアルメの壁面 

の移動による変化量と裏込め土の流出量との和に良い相関が見られた。 

ここでは、被災直後に行った被災度の応急判定と応急対策の概要、および約 1年後（供用終了後）にテールアルメの

Vｓ構造を確認するために行った 2次元表面波探査について述べる。 

２．被災調査の概要 

被災調査は、「補強土壁工法の被災度評価および災害復旧に向けての基本方針等検討委員会」（太田秀樹委員長：財団

法人土木研究センター）の報告書 2）に基づき実施し、被災台帳および被災度応急判定表を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災台帳（表-1）は、物件概要，災害概要，チェック項目，スケッチ・写真・図，コメント・総評から成り、記入方

法は調査員が容易に記載できるように、マークシートと択一式が多用され、チェック項目の解説例が添付されているた

め、補強土の知識が無くても記述できる。 

被災度応急判定表（表-2）は、被災台帳を基に作成するが、テールアルメの安定性と関係が深い 6項目（壁面材の損

傷，目地の開きと段差，土砂の流出，壁面の鉛直度，はらみ出し，基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞの変位）で評価し、総合判定を行う。評

価は、被災台帳の記録から判定し、損傷ランクを決定する。損傷ランクは、次の 6段階に分かれる。 
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表-1 被災台帳 

写真-1 被災状況 

東方向に移動 

Ｕ型擁壁 



Ⅵ：完全に崩壊または大変形し，構造物として

の機能を有していない。 

Ⅴ：比較的に大きな変形・損傷をしたが，構造

物としての機能は当面維持可能。 

Ⅳ：部分的に変形・損傷し安定性は損なわれた

が，構造物としての機能は当面可能。 

Ⅲ：全体が変形したが，構造物の安定性に大き

く影響しない。 

Ⅱ：部分的に変形・損傷したが，構造物の安定

性に大きく影響しない。 

Ⅰ：変形・損傷なし。 

調査の結果、今回の損傷ランクは

上から 3 段階目のⅣとなり、応急時

の使用条件は、「応急対策，観測，使

用制限等の単独又は併用により使用

可」と判定された。 
その後、地震後の余震・降雨によ

る二次災害等が懸念されたため、テ

ールアルメ全体の動態観測を実施し、

震度 5 クラスの余震と降雨を受けた

が有意な変状等は確認されなかった。 

その結果、応急対策は、施設の供用期間が残り１年である事も考慮し、テールアル

メの変形と裏込め土のこぼれ出しを防ぐため、押え盛土が採用された。 

３．２次元表面波探査の概要 

2 次元表面波探査は、盛土構造物内部の可視化技術の一つであり、地表面付近の性状

や埋設物（金属の有無など）の影響を受けにくい特徴を有している。本探査では地盤の

表面付近を伝わる表面波（レイリー波）を測定解析する事により、側線に沿った深さ 20

ｍ程度までの地盤のＳ波速度を求めることが出来る。Ｓ波速度は、物体の硬さ等の工学

的目安となる剛性率に直接関係する値であり、盛土内部の締まり具合の評価（健全度評

価）に有効と考えられる。 

本現場においても、盛土の表層部とストリップ敷設位置の中間層の 2箇所においてデータ収集を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

テールアルメの被災度評価の判定手法（応急危険度判定）が提案され、検証されつつある事により、迅速で精度の高

い応急判定の可能性が高まっている。しかし、応急判定は目視による判定であり、災害復旧における恒久的な判定手法

に対しては十分であるとは言えない。今回実施した 2 次元表面波探査では、テールアルメの Vs 構造に着目した健全性

評価の可能性が認められつつあり、他の方法による盛土内部の可視化と合わせて、被災したテールアルメの恒久的な健

全性評価を提案していきたい。なお、本現場は施設の供用期間の終了に伴う解体・撤去に際して、テールアルメ内部の

詳細観測を行う機会を得たため、これに関してはその 23)で述べる。 

《参考文献》1）木村，太田，酒井，齊藤「地震により被災したテールアルメ壁の信頼性評価」基礎工/2010 年 2 月 

2）財団法人 土木研究センター「補強土壁工法の被災度評価および災害復旧に向けての基本方針に関する

報告書」2006 年 3 月 

3）木村，関屋，太田，苗村「胆沢ダムにおけるテールアルメの変状調査について（その２）」第 46 回地

盤工学研究発表会 2011（投稿中） 

表-2 被災度評価判定

表

写真－2 災害復旧(左側押え盛土) 写真－3 災害復旧(右側押え盛土) 

図－1 ２次元表面波探査の概要 

写真－4 現地計測 図－2 現地計測の概要 
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